
「知」の集積と活用の場産学官連携協議会事務局
農林水産技術会議事務局

「知」の集積と活用の場産学官連携協議会
第３期ロードマップについて



「知」の集積と活用の場 第３期ロードマップ
◼ 「新たな価値創出に向け、研究開発・社会実装の加速化を促す基盤」として機能させるべく、中長期的な視点に立った取組内容をロードマップとして整理。
◼ ロードマップと併せてKPIを設定し、毎年度、KPIの進捗確認・評価を行うことにより、後年度の取組内容や各年度の活動計画に反映。

２

事業化等に向けた人材・機関
の巻き込み

１

協議会の基盤強化

（協議会内の連携強化）

３

PFへの効果的な支援

４

社会実装伴走支援

６
KPI

✓ イベント参加者の満足度

５
KPI

KPI
✓ 伴走支援対象者の社会

実装件数

KPI
✓ ステージ前進した件数
（TRLベース）

KPI
✓ 新規会員数

KPI
✓ DB化した会員数・PF数

社会実装
(事業化等)

に至った
事例数

60件/年

現状
32件/年
※2025年度実績

KGI
Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ10年度 Ｒ11年度 Ｒ12年度

会員自身による
リアルタイムな情報更新

会員情報・技術シーズ等に加え、
PFの活動内容等をDB化

会員

プロデューサー人材リスト（専門分野、取組実績等）をとりまとめ・提供

公募情報に加え、研究開発設備、実証フィールド、事業化人材、地域課題等の情報を、順次、収集・整理し、HPで公開

プロデューサー連絡会を定期開催（テーマごとに開催するほか、オンライン掲示板を開設）

会員

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

外部専門人材
の活用、大学等
他機関との連携
方策を検討

スタートアップと金融機関、大手企業等とのマッチング促進（ピッチイベント等を開催）

PFの事業化に向けた外部専門人材も活用した支援組織を設置・PFに対する活動支援

PFのフェーズ分類と活動状況の把握

社会実装伴走支援
を実施

政策課題解決への貢献強化
各PFと政策課題との
対応関係を整理した
技術領域マップを作成

政策分野に対応したPF組成・活動を支援
（一定の条件を満たすPFに対しては、研究費の支援についても検討）

PF

農林水産省政策担当部局等との意見交換の機会を設定PF

他機関との連携 省内他協議会・他省庁等と連携したイベントの開催

スタートアップエコシステム拠点都市や大学を中心としたクラスター
と連携したイベントの開催

会員×外部 イベントの定期開催や相互の情報提供など、他機関とのアライアンス制度の創設会員×外部

会員×外部

会員
会員DBを活用した情報発信
（多様な機関の呼び込み）

外部

PF

PFの活動実態を踏まえた整理・統合を推進（事務局から協業先の候補の照会等、PF活動へのサポート）PF

会員や在京大使館のニーズを踏まえ、
在京大使館と連携したイベントを開催

PF＋会員
・海外への状況発信の強化（優良な取組を対象に効果的な情報発信方法を検討）
・海外の技術情報の収集・発信の強化

PF

（連携）

新基本計画に基づき、
PFの政策課題への対
応関係を再整理

新たな
食料・農業・
農村基本計画

の策定

政策課題を踏まえた対応状況を
整理・評価

PF＋会員
これまでの取組実績を踏まえ、支援対象・支援方法の見直しを実施した上で、社会実装伴走支援を実施
（支援対象をPFに重点化するとともに、外部専門人材も活用した支援体制を構築）

PF

PFの組成・活動の活性化に資する環境整備 PFの事業化等に向けた支援体制の強化

★：DBの活用状況や会員のニーズ等を踏まえ、情報提供方法の見直しを実施

毎年支援内容・結果を分析
支援事例集を共有

PFの運営ノウハウの共有を目的とした
プロデューサー間での意見交換の
機会を設定

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ
・R8年度までに全PF
・R9年度までに全会員
（個人会員は除く）

・R12年度までに1,000人

・R12年度までに100件

✓ ステージ前進した件数
（TRLベース）【再掲】

・R12年度までに100件

・R12年度までに20件

・満足以上の回答率
80％以上

支援内容・結果を分析
支援事例集を共有

PF＋会員

2

SBIR事業等との連携イベントを開催（スタートアップの呼び込み）会員＋外部

（DB情報（各PFの技術シーズや取組内容）を踏まえ、政策担当部局との連携を推進）

★
HPリニューアル

研究資金公募情報等を発信会員

※PF：研究開発プラットフォーム



KPI 目標値 設定根拠

DB化した
会員数・PF数

・R8年度までに全PF
・R9年度までに全会員
（個人会員を除く）

・ PFのDB化を優先して進めることとし、R8年度中に全PFのDB化完了を目指
して設定。
・ 会員のDB化については、数が多く、内容の確認・精査に一定の時間を要す
ることから、R9年度中のDB化完了を目指して設定。

（個人会員の情報は、非公開のため、個人会員を除く。）

新規会員数
R12年度までに
1,000人

・ 新規会員の増加数は、年々、鈍化傾向にあるものの、第2期を通じて、約
1,000の会員増があったことから、第３期においても、同等の増加を目指して
設定。

ステージ前進した件数
（TRLベース）

R12年度までに
100件

・ 現在、「研究～製品開発フェーズ」及び「実証フェーズ」に85、「事業フェーズ」
に33のPFが存在。（（参考）研究成果の社会実装フェーズマップ）
前者のPFは、TRLベースで1つ前進、後者のPFは、その半数がTRLベースで
１つ前進させることを目指して、100件と設定。

伴走支援対象者の
社会実装件数

R12年度までに
20件

・ 社会実装伴走支援事業において、毎年５件程度、５年間で計25件の支
援を想定。これらの支援対象者のうち、8割が第3期中に社会実装することを
目指して20件と設定。

イベント参加者の
満足度

「満足」以上の回答
80％以上

・ 協議会が主催する各イベント参加者のうち一定割合の者が満足する内容と
することを目指し、参加者の満足度80％以上と設定。（各セミナー参加者に
対するアンケート調査により把握。）

3

（参考）KPIの設定根拠

※PF：研究開発プラットフォーム



4

スマート農林水産業及び
スマートフードチェーン

おいしくて健康によい食づくり
（産業基盤の強化に向け
た連携促進）

持続可能な農林水産業・
食品産業（地球規模・地
域の課題解決）

農林水産物・食品の輸出
促進、農林水産・食品技
術の海外展開・国際共創

バイオテクノロジーを活用し
た新事業創出

産業化フェーズ

事業化された製品・サービスを市場に
定着・拡大

事業化フェーズ

実証済みの技術・製品・サービスを、
収益を生む事業として立ち上げ

実証フェーズ

開発した技術・試作品を、想定使用環境や
実際の利用場面に近い条件で検証

研究～製品開発フェーズ

研究成果・技術シーズを、用途仮説や
製品・サービスコンセプトへ具体化

研究開発プラットフォーム
のカテゴリー

該当する研究開発
プラットフォームなし

（参考）研究成果の社会実装フェーズマップ

◼ フェーズ別では、研究〜製品開発フェーズに該当する研究開発プラットフォームが最多。
◼ カテゴリー別では、「持続可能な農林水産業・食品産業」に関する研究開発プラットフォームが各フェーズにおいて最多となっており、カテゴリーごとに多少がある状況。

10 5 8

6 4 9

29 14 12

5 2 3

5 5 1

出所：令和７年度研究開発プラットフォーム報告書（提出のあった118件）をもとに作成

※TRL（Technology Readiness Level）：NASAが作成した技術の成熟度を9段階で評価する指標

１ ～ ５ ６ ～ ７ ８ ～ ９TRL
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